
第３次小城市総合計画
第２回まちづくり市民会議開催報告
～小城市の現状を見つめ直そう～



まちづくり市民会議の全体スケジュール

第１回(2023.11.11)
条件なしに未来を語る

「10年後の小城の未来を
漠然と描く」

第３回(2024.2.4)
小城の現状を未来へ繋ぐ

「小城の現状をテーマ別
に深堀りする」

第４回(2024.3.10)
未来の小城の具体的な

姿を語る

「小城の未来の新聞
づくり」

（１年目）

第２回(2023.12.17)
小城の現状を見つめ直す

「小城の“よかとこ”
“よーなかとこ” 」
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まちづくり市民会議（第２回）

2023年12月17日（日）9:30～12:00 @ゆめぷらっと小城

市民参画アドバイザー
加留部 貴行さん

市民等参加者 56人
（うち中学生5人、高校生6人、大学生9人）
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始めに／市長あいさつ・第１回振り返り

まちづくり市民会議（第２回）
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対話① 小城市の課題を徹底的に出し合う

「現在の小城市の
「よーなかとこ」は何ですか」

まちづくり市民会議（第２回）
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まちづくり市民会議（第２回）

小城市の「よーなかとこ」ワークシート
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全体のシートはこちらから↓



まちづくり市民会議（第２回）
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「現在の小城市の
「よかとこ」は何ですか」

対話② 小城市のいいところを
徹底的にほめよう



まちづくり市民会議（第２回）

小城市の「よかとこ」ワークシート
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全体のシートはこちらから↓



まちづくり市民会議（第２回）
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小城市の「よかとこ」から
もっと伸ばしたいと思うこと

小城市の「よーなかとこ」から
これは解決したいと思うこと

各々１つずつ選んでみましょう

対話③ 対話の振り返り

ワークシートはこちらから↓



「豊かな資源を残し、活かす！今ある資源の魅力を発信する！」

「よかとこ」からもっと伸ばしたいこと
～参加者から出たキーワードの傾向～

①自然・食

・豊かな自然環境（水、桜、蛍、
梅林、棚田、ムツゴロウ等）
・特産品が多い（羊羹、鯉料理、
ブラックモンブラン等）
・給食がおいしい（地産地消）
・高校生が作る創作ドレッシング

②歴史・文化(街並み等)

・歴史ある街並み
・レトロな景観・雰囲気
・駅がきれい

まちづくり市民会議（第２回）
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「今ある資源（自然、歴史、街並み、特産品…）のポテンシャルは高い」
「でも、知られていない…、知られようとしていない…」

豊かな自然環境（名水100選）が、
酒や羊羹といった特産品(食)の
魅力につながっている！



③住環境(住みやすさ)

まちづくり市民会議（第２回）
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・病院,スーパーが多い
・学校,保育園,図書館が多い

・治安がいい、犯罪が少ない
・災害が少ない

・立地がいい（佐賀県の中心、佐賀市
に隣接、交通アクセス環境がいい、
住みやすい≒ベッドタウンとしての
利便性
・高速道路小城スマートICがある
・平地が多く動きやすい（自転車）

・都会と田舎の中間
・ほどよく住みやすい
・ちょうどいい田舎暮らしが
できる
・ゆっくり、落ち着いている
（スローライフ）

立地 治安

地域性

子育て

「佐賀の真ん中にあるという利点をもっと活かしたまちづくり」

「よかとこ」からもっと伸ばしたいこと
～参加者から出たキーワードの傾向～



④人・人と人とのつながり

・人が優しい
・元気な高齢者が多い
・地区のイベントが多い
・地域の見守り隊がいる
・人と人とのつながりがある
・行政・地域・人のつながり
(地域⇔学校⇔行政のつながり)
・小城が好きな人が多い
・高校が２つあり、大学もある（人材）

まちづくり市民会議（第２回）
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「よかとこ」からもっと伸ばしたいこと
～参加者から出たキーワードの傾向～



「よーなかとこ」からこれは解決したいこと
～参加者から出たキーワードの傾向～

①公共交通

・電車・バスの本数が少ない
・ICカードが使えない
・学生料金がない
・バスの使い方がわからない
・高齢者の買い物や通院時等の
移動手段となるものが少ない

②道路・交通環境

・歩道が狭い・少ない
・街灯が少ない
・通学路の整備（危険箇所がある）
・203号線の混雑（通勤・帰宅時）
・車道が狭い
・道がわかりづらい

学生を呼び込むのに意識した(学生に寄り添った)まちづくりをしてほしい..!
・駅周辺のフリースペースの充実→せめて待てる場所が欲しい
・Wi-Fiスポットが少ない、わからない

また、平地が多く、自転車を利用しやすいという利点が挙げられる一方で、
・通学路の整備をして欲しい→通学時危険な箇所がある
・自転車専用道路の整備（学校周辺） といった声もありました。

まちづくり市民会議（第２回）
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学
生
か
ら
は…



③産業・観光

・お店が少ない（ランチ、カフェ、飲み会ができる飲食店等）
・遊べる場所がない（娯楽施設、公園等）
・ランドマーク(目的地となるスポット)となるものがない
・観光施設・宿泊施設が少ない ・看板が少ない（市外者向け）
・人を集める力が弱い ・就職先が少ない（企業誘致）

「開発地が点在している。魅力が伝わらない。開発エリアがはっきり
していると魅力を感じやすい。」

「目的地がない。流行りものを活かしたスポットづくりなど、魅力を
点在させない工夫が必要。」

「食事、ショッピング、スポーツ、遊び場、フリースペース…様々な
要素を集約できる複合施設が1つあるだけで、子どもから大人、高齢
者まで幅広い世代のニーズに対応できる。」 といった意見も

まちづくり市民会議（第２回）

14

具
体
的
に…

「よーなかとこ」からこれは解決したいこと
～参加者から出たキーワードの傾向～



④住環境（住みやすさ・街並み等）

・学生用のアパートが少ない
・空き家・空き地問題から生じる周辺の
住環境問題
・街灯が少ない（夜道が暗くて分かりにく
い、危険）
・まちの景観がバラバラ

・子どもが遊べる場所、公園が少ない
・フリースペースが少ない
・子育ての町としての魅力(サービス等)が少な
い

まちづくり市民会議（第２回）
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古い街並みを残したいのか、
近代化を図りたいのかわか
らない。住みやすい街並み
を残しながら、今ある資源
を活かしたまちづくりが必
要。

増加傾向にあることから、
その周辺では異臭や、虫が
増えており、生活環境が悪
くなっている傾向にある
⇒空き家・空き地の活用
を！

子育て

空き地・空き家

街並み

「よーなかとこ」からこれは解決したいこと
～参加者から出たキーワードの傾向～



⑥行政・地域・人
・みんなで集まれる機会(イベント)が少ない
・地域性（旧町意識）が強い
→市としてのまとまりが足りない
・地域を担う人材を育てる（人材育成）
・行政の政策がよく見えない、市民まで伝わっていない
・小城市としてのまちの顔が見えない

まちづくり市民会議（第２回）
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・小城市民が小城市のことをよく知らない
・ポテンシャル（歴史,文化,特産品…）はあるのに発信できていない
・ホームページがわかりにくい→HP・SNS・LINE等の普及・改善
・今あるものを伝えていく発信力、波及力の向上
・Wi-Fiスポットの充実
→Wi-Fiスポット、遊べる場所、巡回バスの存在…そもそも知られていない？

⑤情報発信

「よーなかとこ」からこれは解決したいこと
～参加者から出たキーワードの傾向～



本日の対話の感想（参加者）

まちづくり市民会議（第２回）
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本日の対話の感想（参加者）

まちづくり市民会議（第２回）

知れた・見えた・感じれた
より具体的な意見を多くいただきました
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１回目と比較して…


